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• 紀元前から続くマヤ文化（いわゆる「マヤ文明」）の担い手

• 平坦で密林とサバンナ、湿地に覆われた石灰岩の大地で暮らす民族

• 石造建造物（ピラミッド）

• 焼畑農耕により生産されたトウモロコシを主食

• マヤ文字（象形文字）

• 正確な暦（1年＝365日）

• 1517年、キューバ島から渡ってきたスペイン人がはじめてユカタン半
島に上陸、征服開始。1542年、植民地支配の拠点となるメリダ市建設

0. ユカタン・マヤ人について

《西洋文化との出会い》



後古典期後期ユカタン・マヤ軍事組織研究

• 「王国」軍隊の（階層的）組織構造と軍の
機能性の解明に重点が置かれてきた

1. 問題提起

【先行研究】

マヤ支配者、軍事指導者の立場から見た
ユカタン・マヤ軍隊の全体像の復元

近代軍事理論を援用！（西洋思考）
※ 軍事構造と社会構造を切り離して議論している

しかし



戦争が日常的に行われていた

ユカタン・マヤ社会の中で

村落共同体

村の住人達（庶民）

1. 問題提起

軍事組織の基盤

軍事活動の根幹
をなした

【先行研究の問題点】

の平時・戦時における
活動の詳細が不明



1. 問題提起

社会システムの必要性から
社会を形成する人々が起こした戦争のことを

社会構造と切り離して理解することが可能だろうか

戦争社会学的視点を
軍事史学へ取り入れる必要性

• 戦争が社会を規定しうる

• 社会構造が戦争を規定しうる



1. 問題提起

階層的軍事組織の存在などの西洋思考を前提とした観点からは

気づくことができなかったユカタン・マヤの戦争の実態を解明する

【本研究の大目的】

ユカタン・マヤ政治社会組織の基本単位であった村落共同体が、

どのように自分達の軍事組織を構築し、どのような形で軍事力を

運用したかを明らかにする

【本研究の小目的】



1. 問題提起

• 庶民の行動と村落共同体の構造に注目

• まず、当時の社会システムや慣習、概念から庶民の戦争参加

の動機、背景、メカニズムを分析する

• そのうえで、彼らの日常的活動と戦場での行動との関連性を

明らかにする

【本研究の特徴】



2. 方法論

1. 植民地時代文献

• スペイン征服直前（14～16世紀）の先住民の歴史文化について

スペイン語やマヤ語（ラテン・アルファベット）で記録されている
（年代記、歴史地理報告書など）。

【どうやって当時の先住民の日常生活がわかるのか】

徹底したデータの比較分析（史料批判）が求められる

スペイン語文献

ユカタン・マヤ語文献

《注意すべき点》

• 記録者の性格や興味関心の度合いにより情報の正確性が異なる。

• 自らの功績を主張、特権を守るために歴史事実が歪曲されている
場合もある（スペイン人、マヤ人とも）。



2. 方法論

2. 言語学的アプローチ：認知意味論的分析（多義語分析）

• 文献データに記録されていない先住民の日常、風俗習慣、概念を
再現することができる。

• 植民地時代（16～19世紀）に編纂されたスペイン語・マヤ語語彙集
（辞典）を使う。

I. 日常生活や戦争に関する単語を収集する（「義務」「狩猟」「戦勝」など）

II. 形態素に分割 → 各形態素を含む単語をできる限り抜粋

III. 同じ形態素をもつさまざまな単語を比較

→ 複数の意味の中から母語話者がその語から連想する

最も典型的で基本的な意味を取り出す

IV. その形態素の基本的意味を整理・解釈 → その語から連想されたで
あろう概念を再構築

【どうやって当時の先住民の日常生活がわかるのか】

スペイン語-ユカタン・マヤ語
語彙集



【ユカタン・マヤ村落共同体の軍事に関わる社会システム】

• 政治社会組織の最小単位

• 首長を中心に、地元貴族・神官、庶民、奴隷らが暮らす集合体

• 庶民は中心部から離れて散在

3. 村落共同体

首長 → 庶民 ： 善政（訴訟調停）・再配分（貢物の一部を祭での

飲食物として振舞う）

庶民 → 首長 ： 貢納・兵役、その他労働力提供

① 首長と庶民の双務的義務



【ユカタン・マヤ村落共同体の軍事に関わる社会システム】

② 庶民どうしの互酬 ＝ 集団労働

• 焼畑農耕で一家族分の農地をグループの男性全員で準備

• 一家族分が終わると、次の家族の分を全員で準備

ローテーション制により重労働の負担を軽減

• 参加者には飲食物が配られるが、労働に対する報酬はなし

3. 村落共同体



【ユカタン・マヤ村落共同体の軍事に関わる社会システム】

3. 村落共同体

③ 集団狩猟（巻き狩り）

• 50～100人程度の住民が2手に分かれ森に入り、半分が
仕留めるポイントで半円状に並び、弓矢を構え待つ。もう
半分が獲物を１ヶ所に追い立てる

• 狩猟リーダーの指示や合図に従い、整然と行動

• 【目的】 食肉と生贄用の生きたシカ確保、集団行動の

トレーニング



【村落共同体社会システムの軍事への活用】

① 首長と庶民の双務的義務

3. 村落共同体

② 庶民どうしの互酬（集団労働）

③ 集団狩猟（巻き狩り）

指揮官としての首長への信頼

重層的な連帯感（仲間意識）

徴兵のローテーション：戦場 ⇔ 村警護

ユカタンの自然環境で不可欠な軍事技能・集団行動を磨く
（音を立てず移動、合図を理解し従う、敵を指定位置に追い込む、

敵を正確に狙い撃つ）

戦場での部隊としての

組織的団結力！



【会戦】

4. 戦闘での村落共同体の行動

• 王国軍の中の一部隊として参戦

• 草原などの開けた場所で両翼に展開する

従属共同体のひとつ

• 敵軍と衝突後は、部隊ごとの戦闘へと展開

陣形転換などの複雑な戦術は使われず

個人の一対一の格闘が中心 ← 捕虜獲得が目的だったから

戦場では部隊は（比較的）自由に行動できた

一村落共同体 = 一戦闘部隊

国王



【待ち伏せ攻撃】

4. 戦闘での村落共同体の行動

• 村どうしを結ぶ本道で、視界が悪く伏兵に適した

場所で防御柵を作る（カモフラージュされている）

• 敵軍は柵に気づいたときには前後左右から包囲

され、四方から攻撃された

指揮官の合図に合わせた全員での連携が重要

防御柵



【敵地急襲】

4. 戦闘での村落共同体の行動

• 王国軍の一部として敵地を襲う、または

村落共同体が独自で隣村を奇襲

• 目的は単なる掠奪から征服までさまざま

• 忍び寄る→ 包囲（侵入）→ 突然大声を

上げ敵を混乱させる→ 攻撃

指揮官の合図に合わせた全員での連携が重要



5. 村落共同体による軍事力運用と社会システムとの関係

社会システム

集団労働のローテーション制

集団狩猟

首長と庶民の双務的義務
集団狩猟

集団労働（信頼）
集団狩猟（チームワーク）

戦利品、戦争捕虜の財としての価値

軍事力運用

徴兵

軍事教育・訓練

部隊内の指揮系統

部隊内の団結精神

士気（モチベーション）



5. 村落共同体による軍事力運用と社会システムとの関係

村落共同体 ＝ 自己完結した戦闘部隊であった

• 村落共同体部隊は戦場での行動自由度が高かったため

→ 王国の支配氏族は前進・退却など大まかな命令を

与えるくらいしかできなかったと考えられる

• 自分達の判断で近隣村落を攻撃

• 突然の敵襲にもある程度応戦できた

（対処できない場合は支配氏族に救援要請、密林に退避し

その後反撃、あるいは降伏） 一村落共同体 = 一戦闘部隊



5. 村落共同体による軍事力運用と社会システムとの関係

村落共同体 ＝ 自己完結した戦闘部隊であった

• 日常的に戦争が起こっていたにもかかわらず

職業軍人や常備軍は存在しなかった

≪その他の考えられる要因≫

• 焼畑農耕を基盤とした社会であったため土地による束縛が希薄

そのため自集落を死守する必要性が低かった

• 賃金労働概念が不在であった



後古典期後期ユカタン・マヤの村落共同体の
人々にとって戦争とは：

旱魃や飢饉と同じく、いつ起こるかわからない不運であった。

資源生産地への勢力拡大を図る支配氏族（王国）による侵攻と、

敵村による掠奪の恐怖に恒常的にさらされていた。

6. 最後に：彼らにとって戦争とは

戦争捕虜は、奴隷として、上質なカカオなどの威信財との

交換取引に使われたことから、ユカタン・マヤ社会での需要が高かった。

そのため住人捕獲目的で襲撃されることが多かった。

自村の生存のために、防衛と襲撃（財獲得）に用いる軍事力を
自ら管理維持する必要があった。
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